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要旨 

私たちはヒドラの中でも、緑藻を共生させているグリーンヒドラに注目し、その生態を解明したいと

思い、実験を行った。まず、グリーンヒドラの走光性を調べた。グリーンヒドラをシャーレの中央に 8

匹入れた。厚紙でシャーレの半分を覆い、日光の当たる場所と当たらない場所をつくってグリーンヒド

ラがどちらに移動するのか観察した。1 回目は日光が当たっているところに 8 匹、日光が当たっていな

いところに 0 匹移動していた。2 回目は日光が当たっているところに 6 匹、日光が当たっていないとこ

ろに 2匹移動していた。

 

１．目的 

グリーンヒドラとは、ヒドラ虫網葉花クラゲ目

ヒドラ科に属する刺胞動物である。体長は約 1cm、

食性は肉食で水中のミジンコなどを捕食して生

活しており、生息している環境条件が悪化すると

有性生殖を行い、通常時には無性生殖の一つであ

る出芽で増える。実験動物としても使用されるが、

この生物の特にユニークな特徴は、体内に緑藻ク

ロレラを共生させて光合成を行う点である。私た

ちは通常のヒドラと異なり、グリーンヒドラが緑

藻を共生させている点に注目し、この生き物の生

態を解明したいと思い、実験を行った。 

 

↑グリーンヒドラ(15×10) 大きさ 1cm 

 

 

２．仮説 

グリーンヒドラは緑藻クロレラを共生させて

いるため、光合成を行うことができる。そのため

グリーンヒドラは正の走光性を持っていると考

えられる。よって、グリーンヒドラは光の当たっ

ている場所に移動すると考え、実験を行った。 

 

３．実験の方法 

① シャーレの半分を厚紙で囲み、日光の当たる

ところと日光の当たらないところをつくった。 

② 8 匹のグリーンヒドラをシャーレの真ん中に

入れた。 

③ 1回目は 1日、2回目は 90分放置した。 

④ 日光の当たっているところに移動したグリー

ンヒドラの数と日光の当たっていないところ

に移動したグリーンヒドラの数を数えた。  
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４．結果 

1 回目の実験では、全てのグリーンヒドラが日

光の当たる場所に移動した。 

2 回目の実験では、8 匹中 6 匹のグリーンヒドラ

が日光の当たる場所に移動した。 

 明 暗 

1回目 8匹 0匹 

2回目 6匹 2匹 

 

５．考察 

2 回の実験の結果から、グリーンヒドラは正の

走光性を持っていると考えられる。 

1 回目の実験と 2 回目の実験で移動したグリーン

ヒドラの数が違った原因は実験を行った時間の

違いであると考えられる。また、今回の実験では

全てのグリーンヒドラに餌を与えた。グリーンヒ

ドラの栄養状態も走光性に影響を及ぼすと考え

られるので、飢餓状態のものと栄養を十分に与え

たものとを比較して実験を行っていきたい。 

 

６．今後の展望 

これから、4つの実験をしていきたいと思う。 

1 つ目は、波長による走光性を確かめる実験で

ある。光には赤色や青色などの色があり、植物は

光合成に赤色や青色の波長の光を利用していて、

緑色の波長の光は利用していない。グリーンヒド

ラは緑藻クロレラと共生しているため、植物と同

様に赤色や青色の光を利用していると考えられ

る。そのため、赤色、青色、日光の 3種類の光を

当て、正の走光性を確認したい。 

2つ目は、当てる光の強さを変える実験である。

植物には、限定要因があり、光合成で使える光量

には限界がある。そのため日光程度の強さの光と

それよりも強い光を当てて、グリーンヒドラは後

者の場合にも走光性を示すのかを確認したい。 

3 つ目は、通常のヒドラが正の走光性を持って

いるか調べる実験である。私たちは今までグリー

ンヒドラだけを用いて実験を行ってきたが、グリ

ーンヒドラが持っている正の走光性はグリーン

ヒドラ特有の性質なのかヒドラも持っている性

質なのかを調べたいと思う。もし、グリーンヒド

ラとヒドラの結果に違いが生じた場合、その原因

はグリーンヒドラが体内に共生させている緑藻

クロレラだと考えられる。 

4 つ目は、体内に共生させている緑藻クロレラ

を除去したグリーンヒドラと通常のグリーンヒ

ドラを比較して、正の走光性を調べる実験である。

静岡県立清水東高等学校自然科学部生物班がミ

ドリゾウリムシを用いた実験で、パラコートをミ

ドリゾウリムシに加えて共生藻を減らし緑色を

脱色することに成功している。このことから、私

たちはミドリゾウリムシと同じような性質を持

つグリーンヒドラでも緑藻クロレラを減らし緑

色を脱色することができるのではないかと考え

た。できたのならば光走性が緑藻クロレラによる

ものなのか、グリーンヒドラが本来持っている性

質なのかを調べていきたい。 
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